
ビジョンの実現に必要とされる３つの目標と戦略

免疫アレルギー疾患研究10か年戦略の全体像

10年後に目指すべきビジョン
産学官民の連携と患者の参画に基づいて、免疫アレルギー疾患に対して「発症予防・重症化予防によるQOL改

善」と「防ぎ得る死の根絶」のために、「疾患活動性や生活満足度の見える化」や「病態の「見える化」に基づく層別
化医療及び予防的・先制的医療の実現」を通じて、ライフステージに応じて、安心して生活できる社会を構築する

目標１
「革新的な医療技術に基づく層別化医
療及び予防的・先制的医療」の実現に
向けて、基盤となる基礎研究・疫学研
究・臨床研究を推進することで、免疫
アレルギー疾患の根源的な本態解明
を目指す

目標２
国民一人一人の貢献を重要視し、国内
外の産学官民のあらゆる力を結集して
国際的な研究開発を進められる仕組み
作りを行い、かつ患者を含む国民が参
画する研究成果の社会への効果的な
還元を目指す

目標３
ライフステージ等の疾患特性に応じた
医療の最適化や、一部の重症免疫アレ
ルギー疾患における「防ぎ得る死」をゼ
ロにするために、各疾患の特性に基づ
く予防法や治療法を広く社会に普及さ
せることを目指す

戦略１：本態解明
先制的治療等を目指す免疫アレル
ギーの本態解明に関する基盤研究

戦略２：社会の構築
免疫アレルギー研究の効果的な推進
と社会の構築に関する横断研究

戦略３：疾患特性
ライフステージ等免疫アレルギー疾患
の特性に注目した重点研究

免疫アレルギー疾患が有する特徴
・多くは慢性の経過をたどり、改善や悪化を繰り返すことがあるために、長期にわたり生活の質を著しく損なう
・アナフィラキシーや一部の薬剤アレルギーなど、突然の増悪により、致死的な転機をたどる場合もある
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